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引 き続 き、 近年 に中 国で刊 行 され 、 日本 に入 荷 した石刻 関係 書 の うち か ら、元

代 石刻 の拓 影や 写 真、 あ るいは録 文 を掲載 す る もの を紹 介す る。

ところ で、 以 下の 内容 に 関連 して、付 記 してお きたい こ とが あ る。 それ は 、碑

の命名 につ いてで あ るが、近年 の石 刻 関係 の図録 ・目録類 を見 る と、命 名や 年代

の確 定 の方 式 が不統 一 で あ る。 森 田は 、 こ う した 問題 につ い て 、文 部 省科 学研

究費補 助 金特 定領域 研 究 「東 アジアの海域 交流 と日本伝統 文化 の形成 」AO1-02「 中

国科挙 制度 か らみ た寧波 士 人社会 の形 成 と展 開」 の研 究 分担者 と して 、2007年

12月 に早 稲 田大 学で 開催 され た同研 究課 題 の研 究 集会 にお い て も、 「元 朝石刻

史料研 究 の 基礎 的課 題 」 と題 して報告 を させ て い ただ いて い る。 こ こで は 、そ

こで の 問題 提 起 の 実践 の一 部 と して 、石 刻 の名 前 につ いて は 、各 書籍 の 命名 を

そ の ま ま転載 す るので は な く、石 刻 での記 載 に基づ く もの とす る と ともに 、そ

の典 拠 を石 刻名 の後 に()で 表 示す る ことに した。

温州 歴代 碑 刻二 集(温 州文 献 叢書)呉 明哲 編 上海 社 会科 学院 出版社2006.4

多数 の碑 を載せ る も(唐 か ら民 国 まで919件 、 うち元 は27件)、 文集 、地 方志 、

族 譜 、 あ るい は金 石志 な どか らの引用 が 大部 分 で 、原 石 あ るいは拓 本 か らの録

出は少 ない。 以 下、それ らのみ を掲 げ る。

上 冊

永 嘉 県

極 楽 禅 寺 碑(本 書 命 名)林 慧 生 至 正3年(1343)22p拓 影 あ り(図3)

楽 清 県 ・洞 頭 県 ・玉 環 県 な し

下 冊

瑞 安 県

重 修 仙 巌 塔 記(題)釈 廷 俊 後 至 元4年(1339)588p拓 影 あ り(図39)
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1/陽 県

選 真 寺 記(蒙 額)孔 克 表 至 正11年(1351)917P拓 影 あ り(図60)

衛 州 墓 誌 碑 刻 集 録 柴 福 有 他 編 漸 江 人 民 美 術 出 版 社2006.6

本 書 は 総 ア ー ト紙 に 鮮 明 な 印 刷 が な され て お り、 資 料 と して 利 用 しや す い 。 各

石 刻 に つ い て 拓 影(す べ て で は な い)、 拓 影 の 部 分 拡 大(デ ザ イ ン 的 に 掲 載)、

録 文 が 掲 載 され て い る。収 録 され て い る 石 刻 は 、墓 誌 篇 に 、唐3、 宋20、 元3、

明12、 民 国1。 碑 刻(備 二州 孔 氏 南 宋 家 廟 史 料)に 、宋1、 明4、 清13。 碑 刻(周

宣 霊 王 廟 碑)に 、 明2、 清6。 碑 刻(碑 記)に 、唐1、 明4、 清24。 拓 本(墓

誌)、 民 国1。 拓 本(碑 刻)、 宋2、 明2、 清4。
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ちなみ に 、金 の侵 入 に よっ て宋 王朝 が南 遷 した の に ともない 、孔 子 の子 孫 で あ

る衛聖 公家 は備・州 に居 を移 し、金 に よって維持 され た 曲阜 の術 聖 公に 対 し、 「南

宗 」 と称 され た。 元 朝 に よる南 北 の統 一 後 もそ の地 位 を維 持 し、後 世 まで借州

にお いて継 続 した こ とにつ い ては 、森 田 「孔子 の子 孫 に 見 る知識 人支配 の 実態

元朝治 世下の 術聖 公」(『歴 史群 像』25「 ジンギ ス ・カン下」 学 研199!)を 参

照 され た い,,上 記 の掲載 数 の箇 所 で もわ か る よ うに 、 衛聖公 家 南宗 関係 の 石刻

は、 明代 以 降 の もの しか本 書 には収 め られ て い ない が(宋 代の ものは 画像)、

「宋 □[]致 政 □ 公贋 志 」(・12P)の よ うに、{.一一1,/聖公家 と関係 の あ る人物 の 墓誌 は

あ る,、

また 、宋 代 元代 の部 分 に は、森 田が 「『臨海 墓誌 集録 』 所収 資料 か ら見た新 出

宋 元墓 誌 の 史料的 特性 」(『13、14世 紀東 ア ジア史料 通信 』62006)・ や 、「系譜

史料 と して の 新 出 土 墓誌 臨 海 出 土 墓 誌 群 を 材 料 と して 」(『奈 良 史学 』22

2007)で 取 りあ げ、江 南 石刻 を今 後検 討 汽/鴫る にあ た って の課題 の1つ であ る と

考 えて い る 「幅i志」 がい くつか 含まれ てお り、 史料 と しての 活用 の可 能↑生が あ

るOこ の 問題 につ い ては 、本 稿 の趣 旨 とは異 な るので 、別 の機 会 に検 討 を加 え

た い、,撰者 名 の 後に()で 撰 者の 被葬 者 との関係 を記 入 したの は、そ のた めの

予備 作業 で あ る.以 下、 同 じ、,

本書所 収 の・元の 石亥IBま、以 下 の通 り,、

故 贈 昭 勇 大 将 軍.ヒ 軽 東 都 尉 雲 中 郡 侯 蛮 狗 万 戸 幅 誌(題)保 安(孫)後 至 元

5年(1339)52p

故 河 南 竹 逸 教 諭(葉 邦献)鵬 誌(題)葉 仲 寧(子)天 暦 元 年(1328)54p

故 従 ・仕郎 銭 塘 県 丞 巳公(希 ・聖)暗 誌(築 額)毛 紹 文(子)元 統3年(1333)

56P

さ らに 、 次 の2件 の 墓 誌 は 南 宋 末 の 夫 妻 の 墓 誌 で あ る が 、 こ の 夫 妻 は 、 他 に 先

ん じて モ ン ゴ ノレの 侵 入 を 受 け た 四 川 に 在 住 し、 そ の 混 乱 か ら脱 出 して 衝 川 で 世

を終 え る こ と に な っ たi)し た が っ て 、 モ ン ゴ ル 侵 入 期 の 四 川 に か か わ る記 事 を

含み 、 元 朝[一一一1研究 の 史料 と して も 刊 川 の 可能 性 を 有 して い る,、

有 宋 帰 斉 郡 宜 人 楊 氏(史 縄 祖 妻)i廣 誌(題)史 縄 祖(夫)威 淳7年(127/)

46P

史縄 祖 土廣志(森 田 命 名)史 孝 祥…(子)威 淳10年(1274)∠18p

河 北 柏 郷 金 石 録 史雲 征 ・史謡 編 文物 出版 社2006.IU

そ れ ぞ れ の 石 刻 に つ い て 、 全 景 拓 影 、 前 装 形 式 で の 拓 影 、 録 文 を掲 載 す る.、総

ア ー ト紙 で 、非 常 に 鮮 明 に 印 刷 され て お り、史料 と して の 利 用 に は 便 で あ る,、r河

北 柏郷 県 古 代 碑 石 名録 」 を 附 茸戎す る、、

柏 郷 讃 張 君 徳 政 之 碑(題)元 明 善(趙 孟_{_}一)延 祐4年(1317)11P



質母 貞節 碑 記(本 書命名)撰 者 不 明(趙 孟額 書)延 祐2年(1315)37p

貞節 堂記(題)楊 載撰(趙 孟額 書)延 祐2年(1315)61p

趙郡 費 氏先 埜碑(題)呉 澄撰 泰 定元年(1324)89P

新 中国 出土墓誌 ・江蘇[壼]常 熟 中国文物研 究所 ・常熟博物館編 文物出版社

2006.1!

人 元 故 貴渓 県 儒 学 教 諭 銭(君[煕 祖】塘)誌(題)金 美折(の 至 正5年(1345)

40P

※ 「銭 」 の 一ド2字 欠 、『新 中国 出 土墓 誌 』 は 「君 墓 」 と補 うが 、 内容 か ら 「君噛 」

の 可能 性 が 高 い。

嘉興 歴代碑 刻集 嘉興市 文化 広電 新 聞出版 局編 群 言 出版 社2007.1

録 文 のみ で あ るが 、詳細 な注 がっ け られ て い る。 全 体 は石刻 の所 在 地 ご とに5

つ の部 分 に分 け られ てお り、法帖 も載 せ てい る。255件 を掲 載す る。

重 修 嘉興 路 総 管 府 治記(光 緒 府 志 に よ る)韓 瑛 後至 元5年(1339)携 秀

園 ・府 治府 城碑259p

※ 現在 で は剥落 が 多い ため 『(光緒)嘉 興府 志』 の録 文 を 『両漸 金石 志』 で補

った もの を附 してい る

嘉 興路 総 管府経 歴 司題 名記(題?)飽 悔 至 正!5年(1355)檀 秀 園 ・府

治府城 碑263p

嘉 興路 重建 水駅 記(題?)愈 鎮 後至元6年(1340)西 駅 亭554P

(も りた け ん じ 奈 良 大 学)


